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そうじゃ  議会だより
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中
化
や
自
然
石
の
舗
装
、
透
水
性

カ
ラ
ー
舗
装
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
が
歩
き
や
す
い
よ
う
段
差
の
解

消
等
に
よ
り
、
人
に
や
さ
し
く
安

全
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
都
市
空
間

を
創
出
し
て
い
る
。
土
浦
市
も
行

政
だ
け
で
進
め
て
い
る
の
で
は
な

く
、
市
民
と
の
話
し
合
い
で
進
め

て
い
る
。

　
今
回
の
視
察
で
民
間
の
活
力
を

利
用
し
、
市
民
と
と
も
に
考
え
整

備
し
事
業
を
行
う
こ
と
が
大
切
だ

と
、
よ
り
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。	

（
津
神
謙
太
郎
）

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
、
サ
ン
フ

ァ
ー
レ
管
理
運
営
事
業
等
を
行
い
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
努
め
て

い
る
。
総
社
市
に
お
い
て
も
、
市

街
地
の
活
性
化
に
時
間
は
か
か
っ

て
も
、
市
民
と
と
も
に
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

電
線
の
地
中
化
で
歴
史

街
並
み
景
観
を
向
上

＝
茨
城
・
土
浦
市
＝

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
土
浦
市
は
、
歴
史
の
小
径
整
備

事
業
と
し
て
、
土
浦
城
址
、
ま
ち

か
ど
蔵
「
大
徳
」「
野
村
」、
県
指

定
の
文
化
財
で
あ
る
矢
口
家
住
宅

等
、
亀
城
公
園
や
旧
水
戸
街
道
沿

い
の
地
区
に
点
在
す
る
多
く
の
歴

史
的
資
源
の
保
全
と
活
用
、
さ
ら

に
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ら
を
結
ぶ
道
路
の
修
景
整
備

を
行
い
、
回
遊
性
や
界
わ
い
性
を

創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

活
性
化
と
快
適
な
居
住
環
境
、
街

並
み
景
観
の
向
上
を
目
標
と
し
て

整
備
を
行
っ
て
い
る
。
電
線
の
地

と
に
よ
り
、
桑
名
コ
ン
パ
ク
ト
都

市
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
再
々
開
発

事
業
」
を
行
っ
た
。
特
に
桑
名
市

の
玄
関
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、

桑
名
駅
前
複
合
施
設
「
サ
ン
フ
ァ

ー
レ
」
は
平
成
18
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
こ
の
施
設
は
多
様
な

市
民
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
た
め
、
民

間
か
ら
の
提
案
を
取
り
入
れ
た
商

業
施
設
・
オ
フ
ィ
ス
・
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
・
公
共
施
設
（
各
種
届

出
、
申
請
、
収
納
業
務
等
）・
立

体
駐
車
場
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ま

た
、
㈱
ま
ち
づ
く
り
桑
名
を
設
立

し
、
空
き
店
舗
対
策
事
業
、
チ
ャ

建
設
消
防
委
員
会

駅
前
再
々
開
発
事
業
で

民
間
提
案
の
複
合
施
設

＝
三
重
・
桑
名
市
＝

　
５
月
10
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、

三
重
県
桑
名
市
と
茨
城
県
土
浦
市

に
お
い
て
駅
周
辺
整
備
事
業
、
景

観
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
視
察
に
行

っ
た
。

　
桑
名
市
は
昭
和
45
年
か
ら
52
年

に
か
け
て
駅
前
再
開
発
事
業
を
行

っ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
再
開

発
事
業
の
商
業
ビ
ル
が
管
理
会
社

の
倒
産
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
、
ま
た

郊
外
型
大
型
店
舗
の
進
出
や
経
営

者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
中
心
市

街
地
の
小
売
商
業
者
が
倒
産
や
廃

業
に
追
い
込
ま
れ
た
結
果
、
空
き

店
舗
が
増
え
、
商
店
街
の
賑
わ
い

が
喪
失
す
る
な
ど
活
力
は
大
き
く

低
下
し
て
い
た
。

　
桑
名
市
は
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
を
策
定
す
る
中
、
多
く

の
民
間
の
提
案
を
取
り
入
れ
る
こ

心
の
し
み
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
情
熱
と
は
、「
知
恵
」（
ひ
ら
め

き
）、
汗
（
即
行
動
）、
勇
気
と
度

胸
（
思
い
や
り
）、
共
存
（
優
し

さ
）、
そ
し
て
共
有
（
認
め
合
う
）、

人
的
「
力
」
で
あ
り
続
け
、
次
世

代
に
向
か
っ
て
生
き
続
け
て
い
く

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
土
着
菌
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
串
良
町

で
は
、
県
下
で
も
畜
産
農
家
が
多

く
あ
り
、
環
境
面
で
も
悪
臭
や
ハ

エ
の
多
さ
に
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
土
着

菌
に
目
を
つ
け
、
悪
臭
対
策
、
生

ご
み
の
処
理
、
飼
料
に
混
入
さ
せ

る
こ
と
で
家
畜
の
病
気
の
減
少
、

肥
料
へ
と
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い

た
。
総
社
市
で
も
ご
み
の
減
量
化
、

肥
料
化
に
大
い
に
参
考
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
12
日
は
南
九
州
市
を
訪
れ
、
農

業
公
社
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
、

そ
し
て
総
社
市
の
農
業
公
社
「
き

び
の
里
」
と
の
比
較
に
つ
い
て
勉

強
し
た
。	

（
小
西
義
已
）

を
役
所
か
ら
借
り
受
け
、
雑
草
の

刈
り
取
り
、整
地
、山
か
ら
の
木
材

の
切
り
出
し
、
作
業
分
野
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
を
生
か
し
た
住
民

全
員
参
加
の
奉
仕
作
業
で
「
わ
く

わ
く
運
動
遊
園
」
を
建
設
。「
か

ら
い
も
」
の
収
益
金
か
ら
健
康
器

具
を
設
置
す
る
な
ど
、「
ゆ
う
あ

い
の
広
場
」
と
し
て
広
く
活
用
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
独
居
老
人
に

は
緊
急
呼
出
灯
の
設
置
。
有
線
放

送
等
を
活
用
し
て
、
母
の
日
に
は
、

異
郷
の
子
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
代

読
な
ど
、
子
か
ら
親
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
、
親
か
ら
子
へ
の
感
動
は

産
業
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
84
社

の
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

行
政
に
頼
ら
な
い
地
域
再
生

収
益
金
か
ら
ボ
ー
ナ
ス
も

＝
鹿か

の

屋や

市し

・
や
ね
だ
ん
＝

　
11
日
は
、
鹿か

の

屋や

市し

柳
や
な
ぎ

谷だ
に

（
旧
・

串
良
町
柳
谷
）、
通
称
「
や
ね
だ

ん
」
自
治
会
長
の
豊
重
哲
郎
氏
を

訪
ね
た
。
平
成
８
年
か
ら
自
治
会

長
を
受
け
（
当
時
55
歳
）、
行
政

に
頼
ら
な
い
地
域
再
生
を
進
め
て

い
っ
た
と
い
う
。
高
齢
化
と
過
疎

が
進
む
約
１
３
０
戸
、
３
０
０
人

が
共
存
す
る
柳
谷
地
区
の
活
性
化

こ
そ
が
「
ま
ち
」
の
発
展
に
つ
な

が
る
と
信
じ
、
ま
ず
高
校
生
ク
ラ

ブ
に
よ
る
「
か
ら
い
も
」
栽
培
が

始
ま
っ
た
。
そ
れ
に
老
人
た
ち
が

声
を
か
け
、
指
導
、
協
力
。
今
で
は

10
町
歩
に
及
ぶ
「
か
ら
い
も
」
の

栽
培
か
ら
特
産
品
の
焼
酎
「
や
ね

だ
ん
」
等
の
販
売
に
至
り
、
収
益

金
の
一
部
か
ら
住
民
に
ボ
ー
ナ
ス

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
遊
休
地

だ
っ
た
。
設
備
投
資
に
は
ば
く
大

な
費
用
が
必
要
で
あ
る
が
、
人
の

た
め
に
命
を
守
り
育
て
る
た
め
の

設
備
投
資
に
は
市
民
も
納
得
す
る

の
で
は
な
い
か
と
、
期
待
と
夢
を

膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
視
察

と
な
っ
た
。	
（
頓
宮
美
津
子
）

産
業
水
道
委
員
会

交
通
ア
ク
セ
ス
整
備
で

県
内
外
か
ら
84
社
誘
致

＝
鹿
児
島
・
霧
島
市
＝

　
５
月
10
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、

鹿
児
島
県
内
の
都
市
の
行
政
視
察

を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
10
日
は
「
企
業
誘
致
へ

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
観
光
の

ま
ち
霧
島
市
を
訪
れ
た
。
霧
島
市

は
県
の
中
央
に
位
置
し
、
鹿
児
島

空
港
や
九
州
自
動
車
道
等
の
交
通

ア
ク
セ
ス
が
整
っ
て
い
て
、
豊
か

な
自
然
環
境
、
水
と
電
力
供
給
に

恵
ま
れ
、
現
在
で
は
25 

ha
に
も
及

ぶ
広
大
な
工
業
団
地
、
そ
し
て
優

遇
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｔ

飼料と悪臭対策の産物「土着菌」

商業・オフィス・公共施設などが入った駅前複合施設「サンファーレ」

電線の地中化が行われている歴史の小径

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告


